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Functional mapping of pain-related activation with echo-planar MRI : 









痛みの認知に関しては脳の広汎な領域が複雑な神経ネットワークとして活性化することが lesion study や動物実
験などの研究により知られている。近年、 PET や MEG などの脳機能画像による研究が急速に進んでいるが、 PET
は低い空閥解像度、放射性元素による被曝、複数の被験者が必要などの問題がある o また、痛みの研究への応用もさ
れているがまだ少なく、とくに島-2 次体性感覚野については議論がある o FMRI は放射線による被曝もなく、高
い空間分解能とともに、被験者の平均をとる必要がないが、これまでは同時に撮像可能な範囲が限られていた。




痔痛性、非痔痛性の電気刺激を 6 人の右利き男性被験者の両手第 5 指に行い、 echo-planar functional MRI を施
行した。電気刺激は 8Hz で、利き手と、利き手でない手で別々にくわえられた。撮影の前に、終痛性、非痔痛性刺
激のそれぞれの主観的評価を Visual Analogue Scale (V AS) を用いて行った( 0 を痛みの全くない状態、 10を今ま
でに経験した最も強い痛み、 5.1から 10.0までを緩やかあるいは鋭い痛みとした)0 1.5T の MR システムを用いて SIn­
gle-shot gradient-echo echo-planar imaging (EPI)による multi-slice BOLD-based functional MR image をテン
ト上の領域で撮影した (TE=50ms、 TR= 2s、 flip angle = 600 、 64x 128matrix、 20X40cm FOV、 slicethickness = 
8mm、 15mm gap) 0 20秒ごと 3 回の繰り返し刺激を行い、全部で70回のスキャンを行った。画像解析は
MRVision software で行い、 time shifted box-car function に対する相関を p <0.0001の闇値で計算した。
VAS は非痔痛刺激で2.0-5.0 (mean 2.7)、痔痛刺激で5.1-7.8 (mean6.3) であった。得られたデータからは、非
痔痛性刺激に比較し、 VAS 5.1以上の痔痛性刺激により脳の広汎な領域に活性化が見られ、特に島-2 次体性感覚野
に強L 、反応がみられた。
【総括】




Echo-planar functional MRI により、高速撮影と、より広汎な領域が撮影可能となったことで、痛みにより脳の広




非痔痛性の電気刺激を 6 人の右利き男性被験者の第 5 指に行い、 echo-planar functional MRI を施行した。1.5T の
MR システムを用いて single-shot gradient-echo echo-planar imaging (EPl)による multi-slice BOLD-based 




に島一 2 次体性感覚野の活性化をとらえることに成功した。 Echo-planar functional MRI が痛みのような賦活領域
が広汎に広がる場合にも有力であるということを示したという点で画期的であり、学位の授与に値すると考えられる。
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